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財政状況
 残高8000万円
 万円 対前年度比10.5％減
６議案、平成28年度補正予算７議案、
 ２議案を原案どおり全員賛成で可決

ふるさと竜王夏まつり事業
ふるさと文化振興事業

協働による町の
活力事業への補助金

475万円

竜王インター周辺
　　地区整備費

インターを核にした周辺地区の交
通拠点、工業団地や物流拠点の

アクセス道路の整備等

2億8662万円

　道路橋梁
　　　整備工事

橋梁の長寿命化修繕工事
町道舗装改良工事 他

6736万円

 公共交通施策
　　　検討事業

竜王町にふさわしい
公共交通のあり方の調査・検討

50万円

10.5％減となった主な要因は
・ 滋賀竜王工業団地造成に係る事業
がおおよそ完了したこと。
・ 国の補助金を活用した事業で平成
29年度予算を前倒して平成28年度
予算で対応したため。

近江うし丸

継続

継続

継続

隔年
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新風に期待

非常に厳しい 
財政調整基金は危機的状況 
一般会計の総額55億8600 

３月定例会は26日間の会期で条例   
平成29年度予算案８議案、その他  

平成
29年度
予算

魅力ある農業の
　　　 創生推進

新規作物導入支援
稲わら収集推進支援 他

400万円

福祉医療費
　　　 助成事業

中学校卒業までの子どもの
医療を10月から無償化

1億697万円

地域支え合い
　しくみづくり
　　モデル事業

地域の支え合いで
地域コミュニティの強化

100万円

生き抜く力を育む
　  学力向上事業

小中学校における
35人以下学級の完全実施

1277万円
町民1人あたりの予算

町民1人あたりの決算

約45万円

約50万円

新規

新規

継続

継続

平成
29
年度

平成
28
年度
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町
道
改
良
工
事

Q
　
町
内
全
て
の
道
に
つ

い
て
舗
装
の
悪
い
道
の
把

握
を
し
て
い
る
の
か
。

A
　
舗
装
に
つ
い
て
は
主

要
幹
線
を
主
に
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
は
随
時
点
検
し
、

激
し
く
傷
ん
で
い
る
箇
所

や
地
域
の
要
望
の
あ
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
順
次
応
急
的

に
舗
装
し
て
い
る
。

学
校
現
場
業
務

改
善
加
速
事
業

Q
　
学
校
現
場
業
務

改
善
加
速
事
業
は
補

助
事
業
か
。

A
　「
1
0
0
%
国
の

補
助
事
業
」
で
あ
る
。

学
校
現
場
の
業
務
改

善
加
速
事
業
は
、
ア
シ

ス
タ
ン
ト
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
必
要
が

あ
り
、
県
の
加
配
教
員

が
そ
れ
に
あ
た
る
。

若
者
交
竜
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

事
業
委
託

Q
　
委
託
内
容
は
何
か
。

A
　「
R
S
N
S
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
民
間
事
業
者
を
活

用
し
、
事
業
運
営
・
会
議
の
実
施
、
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
に
つ
い
て
メ
ン
バ
ー
が
企
画
立
案
し
た

こ
と
を
包
括
的
に
取
り
ま
と
め
て
も
ら
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行

委
託
補
助
金

Q
　
こ
こ
数
年
の
利

用
者
数
は
。

A
　
平
成
27
年
度
は

月
平
均
7
0
4
2
名
、

平
成
28
年
度
は
月

平
均
6
2
2
4
名
で

年
々
減
少
し
て
い
る
。

魅
力
あ
る
農
業
の

創
生
推
進
事
業

Q
　
魅
力
あ
る
農
業
の
創

生
推
進
事
業
の
内
、
以
前

と
違
う
新
た
な
取
り
組
み

は
あ
る
の
か
。

A
　
新
規
作
物
導
入
支
援

と
稲
わ
ら
収
集
推
進
支
援

で
あ
る
。

　
そ
れ
以
外
は
、
過
去
の

事
業
名
と
は
違
う
が
同
じ

内
容
で
取
り
組
み
を
し
て

い
る
。

畜産クラスター

補正予算
平成28年度一般会計補正予算（第５号）は、１億6973万９
千円を減額し予算総額64億3364万２千円に改めるもので全
員賛成で可決
　支出の主なもの
　・畜産競争力強化対策整備事業費補助金 ・・・・１億1898万円
　・竜王西小学校校舎周辺沈下改修工事 ・・・・・・・・・ 3500万円

意 見 　町の予算編成の取組において、事業費の内容を十分に
把握され、細部の計画を練られた上で説明していただきたい。

一 般 会 計

RSNSってなに？
　RSNSは、リアルなソーシャルネットワークの
略称なんだ。
　SNSによる不特定多数とつながるバーチャル
なネットワークが拡散している中、竜王町では、
特定の人たちと実際に顔を合わせ、リアルなソ
ーシャルネットワーク（社会的なつながり）を
持つことができる拠点をづくりを行い、定住や
Ｕターンの促進に繋げられるよう取り組みを行
っているよ。

近江うし丸
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国民健康保険事業（事業勘定）
13億4000万円　前年度比3.9%増

ポイント 　 保険給付費、共同事業拠出金等に使います。
Q　平成30年度以後に国保制度が都道府県化される
が、保険税率
は町が決定す
るのか。
A　保険税率
は、町が県の
示す標準保険
料率を考慮し
て決定する。

国民健康保険事業 医科
（施設勘定）

820万円　前年度比27.4%減
ポイント 　 指定管理料・基金積立等に

使います。
Q　平成29年度で指定管理が終了す
るが平成30年度以降については指定
管理者としっかり協議されたい。
A　十分協議し後日報告する。

国民健康保険 歯科
（施設勘定）

5340万円　前年度比3.7%増
ポイント 　 施設管理費、医業費等に使

います。

介護保険
８億6780万円　前年度比1.6%増

ポイント 　 保険給付費、地域支援事業等に使います。
Q　介護予防・日常生活支援総合事業が開始されたが、
給付費と事業費の関係性は。
A　介護予防給付
のうち介護予防訪
問介護と介護予防
通所介護は新総合
事業に移行し、給
付費が事業費に変
更となった。

後期高齢者医療
9650万円

前年度比2.9%増
ポイント 　 後期高齢者医療広

域連合納付金等に
使います。

Q　対象者は何人いるか、自己
負担の１割・３割は何人か。
A　対象者は1441人、自己負
担３割が35人、残りが１割で
ある。

学校給食事業
6080万円

前年度比2.4%増
ポイント 　 給食事業、資材費等

に使います。

下水道事業
６億8310万円　前年度比2.1%増

ポイント 　 農業集落排水事業費、公
共下水道費に使います。

Q　使用料収入について、農業集落
排水使用料は減少し公共下水道使用
料は増加しているがなぜか。

A　農業集落排水使用料は対象地区
の人口減少に伴って減少している。
公共下水道使用料は対象地区の人口
は減少しつつあるが、新規下水道接
続が見込まれるため増加している。

議論白熱平成29年度予算

特 別 会 計

5 りゅうおう
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 ・ 政策推進課の課名を未来創造課へ改める。
 ・ 工業団地推進課を建設計画課に編入する。
・ 障害福祉に関する事務を健康推進課にお
　 いて行う。
・ 産業建設主監の設置

総務産業建設常任委員会
課設置条例の一部を改正する条例

インターチェンジ周辺整備

　建設計画課に特定プロジェクト対策推進
室を新たに設置

　障害福祉に関する事務を福祉課から健康推進
課へ分掌事務が変更

問  特定プロジェクト対策推進室を建設計画
課に配置する目的は何か。

答  滋賀竜王工業団地の従業員への住宅対策を
含めた住宅地確保の課題への対応を行うた
め。また、今後は、役場を中心としたコン
パクトシティ形成に努めて行きたい。

問  福祉課と健康推進課の業務分担と業務を担う
ための職員配置ができているのか。

答  障がいのある方の相談業務と支援業務の窓
口を一本化することにより、利便性の向上
を図る。

　町が保有する町有地の利活用に向けて現在
の取り組み状況を調査した。

町有地の利活用について

●竜王ＩＣ北町有地の活用計画
　 　民間への売却を行い、企業誘致による利
活用を行う。
●須恵町有地先の利活用
　 　子育て世代を中心とした若者の定住促
進に向けて民間開発による集合住宅整備
を推進し、利活用を行う。

未来創造課の仕事

・役場周辺にコンパクトシティを形成
・公共交通システムの運用方針の作成
・地域支え合いしくみづくりモデル事業

　滋賀竜王工業団地への企業進出が見込ま
れるなど竜王インターチェンジ周辺の機能強
化は避けて通れない状況にある。

問  国への交渉では、滋賀竜王工業団地内に
防災拠点の設置による、災害時の配送機
能強化を含めた交渉ができないか。

答  企業誘致とセットで早急にIC改修すべき
と考えている。国道８号の整備促進期成
同盟のように組織して、図面もビジュア
ル的に素晴らしいと評価されるものを作
り、６月ごろに向かって再度準備し具体
的な働きかけを行う。

竜王インターチェンジ周辺の状況

政策推進課

竜王インターチェンジ周辺の写真
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教育民生常任委員会

　

　

　都道府県が財政運営の責任主体となり、安定的な財
政運営や効率的な事業の確保等の国保運営に中心的な
役割を担い、制度の安定化を図るために行われる。

竜王町立幼稚園条例の一部改正

国保制度改革（平成30年度から）

・
子
育
て
支
援
の
充
実
お
よ
び
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
29
年
度
か
ら
預
か
り
保
育
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
新
た

に
３
歳
児
を
含
む
こ
と
。

・
現
行
の
預
か
り
保
育
の
終
了
時
間
を
30
分
間
延
長
し
、
午
後
４
時
30

分
ま
で
と
す
る
。

問 

受
託
者
負
担
の
公
平
性

と
公
正
性
は
。

答 

国
の
基
準
を
基
に
、
通

常
保
育
だ
け
を
利
用
さ

れ
る
方
と
預
か
り
保
育

に
よ
り
メ
リ
ッ
ト
を
受

け
ら
れ
る
利
用
の
方
と

を
整
理
す
る
中
で
「
時

間
」
と
「
預
か
る
」
こ

と
に
着
目
し
保
育
料
を

定
め
た
。

問 

３
歳
児
の
預
か
り
保
育

は
何
人
ぐ
ら
い
予
定
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、

想
定
以
上
の
希
望
者
が

あ
る
場
合
の
対
応
は
。

答 

 10
名
以
内
を
想
定
。
こ

れ
を
上
回
る
場
合
は
、

低
年
齢
児
に
は
丁
寧
な

対
応
が
必
要
な
た
め
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

担
保
で
き
る
職
員
配
置

を
考
え
て
い
く
。

問  県内各市町の保険料率を統一すると新聞報
道であったが、その場合、当町は安くなる
のか、高くなるのか。

答  平成36年度以降に統一したいと県は言って
いるが、決定しているものではない。統一
された場合は、当町は医療費も所得額も高
いので税は上がると予想している。

広
報
特
別
委
員
会

　

紙
面
の
充
実
を
目
指
し
、
１

７
７
号
よ
り
新
た
に
「
追
跡
コ

ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
編
集
技
術
向
上
の
た

め
に
「
議
会
だ
よ
り
編
集
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
２
月
８
日

　

栃
木
県
栃
木
市
議
会

２
月
９
日

　

福
岡
県
筑
後
市
議
会

視
察
研
修
の
受
け
入
れ

【
概
　
要
】

栃木市議会　研修の様子

３歳児の預かり保育（イメージ写真）

・給付金の決定
・標準保険料率の提示 納付金の支払い

国保保険料の賦課、徴収の仕組み（イメージ）

都道府県

市町村

住　民

市町村ごとの
納付金の決定

県は各市町が
納めるために
必要な標準保
険料率を示す

徴収した保険
料等を財源とし
て県に支払い

標準保険料
を参考に、各
市町が保険
料を決定

保険料の賦課・徴収
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就学前教育や学校教育を通して

子育て・教育をみんなでかんがえよう議会懇談会

主
な
意
見

　滋賀県土地開発公社と立地企業が
土地売買契約を締結し、町と立地企業
が基本協定と環境保全協定の締結を
した。

滋賀竜王工業団地との基本協定等

（株）雪国まいたけに関する事業経過報告
　（（株）雪国まいたけからの報告）

転入・転出の推移と理由

問  企業の工業団地への進入路は。
答  企業は国道477号を通ることと
し、集落内の生活道路は利用し
ない。

問  ９社からなる工業団地となるが、協議会組織は設置するのか。
答  協議会組織を設置し、当社が窓口となり主導的に対応していく。

　当初計画では、土地を４分割し、売却することとしていたが、４
分割での売却は面積が大きく、買手の企業にとっては条件が厳し
いため、９分割することとした。現在、２社と契約済みで４社は検
討中である。

　平成19年から転入者を転出者が上回り、最高時に
比べ平成27年度では1273人が減少。年間平均141
名となっている。
　転出の要因として「仕事の都合」が最も多く、つ
いで「独立（結婚・一人暮らし）」と「住宅購入賃
貸住宅への借り換え」となっている。
問  若者が転出する理由が地域の習慣が嫌でと聞くが、対策は。
答  生活改善をしないといけない。そのような若者の意
見を取り上げ各自治会で話し合いをする必要がある。

　

安
全
で
安
心
し
て
子
ど
も

達
が
学
べ
る
学
校
・
園
づ
く
り

に
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
分
科
会

方
式
に
よ
る
懇
談
会
を
開
催
。

保
育
園
・
幼
稚
園
分
科
会

・
共
働
き
の
た
め
、
子
ど
も

の
体
調
不
調
に
よ
る
急
な

呼
び
出
し
に
、
病
児
保
育

を
期
待
。

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
あ
る

種
目
は
中
学
校
の
部
活
に

な
い
の
は
何
故
。

・
一
時
預
か
り
し
て
も
ら
え

る
場
所
や
幼
稚
園
で
託
児

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
れ
ば

便
利
。

・
保
育
園
・
学
童
保
育
の
送

迎
時
間
が
重
な
る
た
め
、

駐
車
場
が
狭
く
、
周
辺
に

迷
惑
を
掛
け
て
い
る
。

・
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
て

く
れ
ば
、
小
学
校
を
一
つ

に
統
合
す
る
こ
と
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

・
通
学
園
の
距
離
が
３
キ
ロ

以
上
は
バ
ス
通
学
に
し
て

ほ
し
い
。

　
小
学
校
・
中
学
校
分
科
会

・
通
学
下
校
時
の
見
守
り
隊

や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
よ

る
抑
止
力
効
果
は
出
て
い

る
。

・
中
学
校
の
土
曜
塾
（
雲
竜

塾
・
昇
竜
塾
）
を
１
年
生

か
ら
で
き
な
い
の
か
。

・
学
校
に
い
く
つ
か
の
洋
式

ト
イ
レ
が
あ
る
が
、
ま
だ

不
足
し
て
い
る
の
で
改
善

し
て
ほ
し
い
。

・
通
学
道
路
の
危
険
箇
所
の

改
善
に
つ
い
て
協
議･

検
討

を
要
望
。

・
学
校
の
教
育
目
標
を
理
解

し
、
学
校
支
援
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

平成29年1月21日　竜王町公民館

 地域活性化特別委員会  人口減少対策特別委員会

懇談会の様子

山面地先の
（株）雪国まいたけ所有地
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3月定例会は１0議員が
 17問の一般質問を行いました。
ペ
ー
ジ 質 問 者 質　　問　　事　　項

１０
山田 義明 行財政改革の早急な取り組みを

岡山 富男 子どものスポーツ支援を

１１ 小西 久次

住宅施策は

学校施設のトイレ改修は

保育園・学童保育所の今後の計画は

１２ 森山 敏夫
地域防災情報システムは

安心の移動支援サービス(公共交通網の整備)は

１３ 貴多 正幸
ポリ塩化ビフェニル(ＰＣＢ)使用製品およびＰＣＢ廃棄物
の期限内処理は

竜王小学校の今後は

１４ 内山 英作

地域コミュニティ計画の策定は

アウトレット周辺を活用した特産品の発信と販売強化

婚活支援の取り組みは

１５
古株 克彦 道路整備構想は

若井 猛志 学校給食費の保護者負担の軽減を

１６ 森島 芳男
雪野山ハイキングコースの整備を

獣害対策を

１７ 松浦 　博 道の駅の更なる地域経済活性化への期待

町政
　 ここを う！

近江うし丸

一般質問って？
町の行政全般について
議員が町長をはじめとして
担当部局に疑問点を質

ただ

したり、
見解などを尋ねたりするもので、
毎定例会で行われるよ

そうだ 傍聴に行ってみよう！

議会事務局  ☎ ●有 58-3713
次回の一般質問は6月を予定
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問　

町
財
政
の
危
機
的

状
態
が
続
く
中
で
、
行
財

政
改
革
の
早
急
な
取
り
組

み
を
行
わ
な
い
の
か
。

答　

平
成
29
年
度
当
初

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

経
常
経
費
に
充
当
す
る
一

般
財
源
に
お
い
て
対
前
年

度
10
％
カ
ッ
ト
を
目
標
に

編
成
し
た
。　
　
　

　

町
長
か
ら
は
中
長
期
的

に
抜
本
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

が
と
れ
る
よ
う
事
業
の
見

直
し
の
指
示
が
あ
り
、
各

事
業
に
お
い
て
検
討
を
始

行財政改革の早急な取り組みを

子どものスポーツ支援を

中長期的な視点で各事業を
　　　　　　見直す検討を始めた

活動支援を維持継続していく

問

問

答

答

問　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

や
ド
ラ
ゴ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
活
動
か
ら
多
く
の

プ
ロ
選
手
も
竜
王
町
か
ら

出
て
お
り
、
憧
れ
と
夢
を

持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち

が
い
る
。
そ
の
支
援
を
今

ま
で
以
上
に
行
政
と
し
て

で
き
な
い
か
伺
う
。

山田 義明 議員

岡山 富男 議員

め
た
。

　

行
政
改
革
で

は
、
県
内
６
町

行
政
情
報
ク
ラ

ウ
ド
シ
ス
テ
ム

の
実
施
、
上
下

水
道
料
金
等
に

係
る
民
間
事
業

者
へ
の
民
間
委

託
を
行
っ
て
い

る
。　
　

　

本
町
が
保
有

す
る
公
共
施
設

等
の
全
体
状
況

を
把
握
し
、
施

設
等
を
取
り
巻

く
現
況
お
よ
び
将
来
の
見

通
し
を
踏
ま
え
、
公
共
施

設
等
の
管
理
に
関
す
る
基

本
方
針
等
を
定
め
た
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
を

今
年
度
中
に
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
る
、
さ
ら

な
る
業
務
改
革
の
推
進
で
、

捻
出
さ
れ
た
人
材
を
必
要

と
す
る
分
野
に
集
中
さ
せ
、

よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な

行
政
運
営
を
め
ざ
し
取
り

組
み
を
行
う
。

ドラゴンスポーツクラブ▶
（ジュニアバレーボール）　

スポーツ少年団（野球）　

答　

８
年
後
に
、
滋
賀
県
で

開
催
さ
れ
る
国
体
（
国
民
体

育
大
会
）
に
、
竜
王
町
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
滋
賀
県
代
表

と
し
て
出
場
さ
れ
、
全
国
に

通
用
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
が
う

ま
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
も
の
で
、
今
後
も
子
ど

も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
し

て
の
支
援
を
引
き
続
き
継
続

し
て
い
く
。

行政情報クラウドシステム
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小西 久次 議員

開発を待つ小口市街化区域

平成24年度に整備された竜王小学校区学童保育所「まつぼっくり」

問　

①
集
合
住
宅
の
整

備
見
込
み
と
町
の
予
算
は
。

②
小
口
町
有
地
周
辺
が
工

業
地
に
も
住
宅
地
と
し
て

も
適
地
で
あ
る
と
思
う
が
、

町
の
考
え
は
。

答　

①
整
備
手
法
と
し

て
開
発
に
伴
う
諸
課
題
の

整
備
に
向
け
た
支
援
を
行

い
、
民
間
開
発
に
よ
る
住

宅
整
備
を
考
え
る
。
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
に
つ
い
て
は
、

町
有
地
の
売
却
に
よ
り
財

源
を
確
保
す
る
。

②
住
宅
開
発
の
可
能
性
は

十
分
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
等
を
優
先

的
に
実
施
す
る
。

問　

竜
王
西
小
学
校
ト

イ
レ
・
竜
王
小
学
校
低
学

年
ト
イ
レ
は
に
お
い
の
発

生
が
ひ
ど
く
、
和
式
ト
イ

レ
が
大
半
で
洋
式
化
に
つ

い
て
の
要
望
が
あ
る
が
町

の
考
え
は
。

住宅施策は

保育園・学童保育所の
　　  　今後の計画は

民間開発による住宅整備を推進

学童保育所は
 平成２９年度内を目処に検討

問

問

答

答

竜
王
西
小
学
校
は

　

４
基
の
洋
式
便
器
化

問
学
校
施
設
の

　
　
ト
イ
レ
改
修
は

答

答　

竜
王
西
小
学

校
ト
イ
レ
は
、
地

盤
沈
下
調
査
に
よ

り
、
勾
配
の
不
良

と
詰
ま
り
か
ら
汚

水
が
滞
留
し
、
に

お
い
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
下
水
道
管

改
修
を
行
う
こ
と

で
、
に
お
い
の
解

消
が
図
れ
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、

同
時
に
一
部
便
器
の
洋
式

化
を
図
る
。

　

竜
王
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
低
学
年
棟
ト
イ
レ
の

配
管
清
掃
に
よ
り
、
ト
イ

レ
の
詰
ま
り
と
に
お
い
が

解
消
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
の

工
事
に
お
い
て
、
災
害
時

の
避
難
場
所
を
想
定
し
て
、

ト
イ
レ
の
改
修
を
行
っ
た
。

問　

①
今
後
、

学
童
保
育
所
利

用
者
の
増
加
が

予
測
さ
れ
、
施

設
の
不
足
等
が

生
じ
る
の
で
は
。

②
ひ
ま
わ
り
保

育
園
舎
の
施
設

検
討
は
。

答　

①
ま
つ
ぼ

っ
く
り
児
童
ク

ラ
ブ
は
、
平
成

29
年
４
月
１
日

入
所
見
込
み
は
76
名
で
あ

り
、
開
所
以
来
最
高
の
在

籍
人
数
と
な
る
予
定
。
当

面
の
間
は
70
名
か
ら
80
名

の
在
籍
児
童
数
に
な
る
と

見
込
ん
で
い
る
。
平
成
29

年
度
を
目
処
に
小
学
校
の

空
き
教
室
利
用
を
含
め
た

施
設
整
備
の
必
要
性
を
検

討
す
る
。

②
保
育
園
の
運
営
者
か
ら

は
築
40
年
を
目
処
に
建
て

替
え
を
検
討
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

洋式化を待つトイレ
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地域防災情報システムは

安心の移動支援サービス
　　　　　　（公共交通網の整備）は

平成32年度までに
　新たなシステムの完成を目指す

平成31年度には実施に向けた調整を行う

問

問

答

答

森山 敏夫 議員

問　

地
域
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
は
、
よ
う
や
く
公

に
計
画
が
開
示
さ
れ
動
き

出
し
た
よ
う
だ
が
、
災
害

時
等
緊
急
情
報
の
伝
達
手

段
の
確
保
を
最
重
要
課
題

と
位
置
づ
け
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
も
っ
と
計
画
を

前
倒
し
す
べ
き
。
本
件
に

関
し
て
は
、
各
目
標
到
達

の
内
容
と
期
日
を
明
確
に

す
る
と
共
に
迅
速
な
行
動

力
も
求
め
ら
れ
る
。
費
用

面
・
運
用
面
で
解
決
す
べ

き
課
題
を
明
確
に
し
た
上

で
回
答
を
お
願
い
し
た
い
。

問　

高
齢
化
社
会
の
課

題
の
一
つ
と
し
て
、
高
齢

者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交

通
事
故
が
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
国
は
一
部
道

交
法
を
改
正
し
、
更
に
免

許
証
の
自
主
返
納
を
促
し

て
い
る
が
、
公
共
交
通
網

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
本

町
で
は
、
免
許
証
を
自
主

返
納
で
き
な
い
環
境
に
あ

り
、
問
題
の
根
本
的
な
解

決
は
期
待
で
き
な
い
。
そ

こ
で
巡
回
バ
ス
の
運
用
を

提
案
し
た
い
。

　

本
件
に
関
す
る
町
の
見

解
を
伺
う
。

答　

平
成
26
年
度
よ
り

調
査
検
討
を
開
始
し
た
新

シ
ス
テ
ム
は
現
在
と
り
ま

と
め
の
段
階
。
平
成
29
年

度
上
半
期
ま
で
に
方
向
性

を
出
し
、
構
想
設
計
に
着

手
す
る
。
平
成
30
年
度
に

は
、
整
備
内
容
を
精
査
し

実
施
設
計
を
行
っ
た
上
で

平
成
31
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
ま
で
の
2
年
間
で
竜

王
町
地
域
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
の
完
成
を
目
指
す
。

完
成
に
向
け
課
題
は
山
積

し
て
い
る
が
、
災
害
時
に

お
い
て
住
民
へ
き
め
細
や

か
に
情
報
伝
達
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
構
築
に
努
め
た

い
。

答　

今
後
、
更
に
高
齢

化
が
進
む
中
で
移
動
手
段

の
確
保
は
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
本
件
に
関
し

て
は
、
現
状
の
問
題
点
の

洗
い
出
し
、
町
民
の
公
共

交
通
に
対
す
る
意
識
、
ニ

ー
ズ
等
の
把
握
、
分
析
を

改
め
て
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
。
平
成
29
年
度
前

半
に
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

平
成
30
年
度
に
運
用
方
針

の
作
成
、
関
係
機
関
と
の

調
整
、
財
源
確
保
に
努
め
、

平
成
31
年
度
に
は
実
施
に

向
け
た
調
整
を
行
い
た
い
。

地域防災情報システム（イメージ写真）

　私は免許を取得して60余年、運転
には自信がありますが、加齢ととも
に視力が低下し、本年中に免許証返
納を決意しました。
　竜王町に住んでいる限り、生活手
段としての公共交通の確立を一日も
早く心よりお願いいたします。

住民の声
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昭和46年度に竣工した竜王小学校

貴多 正幸 議員

問　

環
境
省
が
定
め
て

い
る
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄

物
の
処
分
期
限
が
近
づ
い

て
い
る
が
、
町
内
の
公
共

施
設
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使

用
安
定
器
等
を
使
っ
た
照

明
器
具
、
変
圧
器
の
現
状

に
つ
い
て
把
握
を
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。
町
内
企

業
へ
は
ど
の
よ
う
に
対
応

さ
れ
る
の
か
伺
う
。

答　

本
町
の
公
共
施
設

に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む

製
品
ま
た
は
廃
棄
物
へ
の

対
応
は
、
平
成
28
年
度
、

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む

問　

平
成
29
年
度
竜
王

町
行
政
執
行
方
針
に
、
役

場
周
辺
に
学
校
や
病
院
、

商
業
施
設
、
住
宅
地
な
ど

を
集
約
化
と
記
述
し
て
あ

る
が
、
改
築
が
目
前
に
迫

る
竜
王
小
学
校
の
今
後
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

竜
王
小
学
校
前
の

道
路
事
情
や
学
校
施
設
と

し
て
活
用
可
能
な
敷
地
面

積
や
小
学
校
向
か
い
に
あ

る
竜
王
幼
稚
園
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
慮

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
学
校
は
防

災
お
よ
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
将
来
の
適
正
な

学
校
規
模
も
考
慮
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
立
地
条
件
や
立

ポリ塩化ビフェニル(ＰＣＢ)使用製品
   およびＰＣＢ廃棄物の期限内処理は
計画的に処理していく

問

答

「
教
育
施
設
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　

を
立
ち
上
げ
検
討

問
竜
王
小
学
校
の
今
後
は

答

高
圧
コ
ン
デ

ン
サ
ー
を
１

台
処
分
し
た
。

今
後
、
処
分

を
予
定
し
て

い
る
廃
棄
物

は
、
低
濃
度

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含

む
高
圧
変
圧

器
３
台
が
あ

り
、
指
定
さ

れ
た
期
限
で

あ
る
平
成
38

年
度
末
ま
で

に
計
画
的
に

処
分
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

町
内
企
業
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
さ
ら

に
滋
賀
県
と
連
携
し
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
広
報
等

に
よ
り
周
知
に
努
め
る
と

と
も
に
、
関
係
課
と
も
連

携
し
て
期
限
内
の
適
正
処

理
に
つ
い
て
働
き
か
け
て

い
く
。

地
場
所
も
考
慮
に
入
れ
る

と
と
も
に
、
町
が
示
す
役

場
周
辺
を
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
す
る
こ
と
も
踏
ま

え
、
平
成
29
年
度
の
早
い

時
期
に
教
育
委
員
会
を
中

心
に
「
教
育
施
設
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
竜
王
小
学
校
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
結

論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

高圧コンデンサー
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問　

計
画
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
、
地
域
の
未
来
に

つ
い
て
お
互
い
語
り
合
う

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

自
治
会
活
動
の
あ
り
方
、

地
域
の
活
性
化
に
向
け
て

区
民
の
皆
さ
ん
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

竜
王
町
の
今
後
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

問　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
に

は
関
西
・
東
海
・
北
陸
方

面
か
ら
多
く
の
来
場
者
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
点

を
聞
く
。

①
近
辺
に
販
売
所
を
設
置

し
て
、
農
産
物
を
販
売
す

る
考
え
は
ど
う
か
。

②
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
に
来
場

す
る
外
国
人
観
光
客
を
町

内
施
設
に
呼
び
込
む
施
策

は
あ
る
の
か
。

答　

①
販
売
所
設
置
に
つ
い

て
は
、
車
で
10
分
程
度
の
場
所

に
、
道
の
駅
竜
王
か
が
み
の
里

と
道
の
駅
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王

が
そ
れ
ぞ
れ
立
地
し
て
い
る
。

当
面
、
新
た
な
販
売
所
の
設
置

は
考
え
て
い
な
い
。

②
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
か

問　

近
年
、
結
婚
年
齢

が
年
々
上
昇(

晩
婚
化)

し

て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
少

子
化
の
一
因
に
も
な
っ
て

い
る
。

　

そ
こ
で
、
竜
王
町
の
今

日
ま
で
と
第
五
次
竜
王
町

総
合
計
画
（
後
期
基
本
計

画
）
で
の
婚
活
支
援
の
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

婚活支援の
取り組みは

問

効果的な支援を
　行っていく

答

問
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
周
辺
を

活
用
し
た
特
産
品
の

発
信
と
販
売
強
化

答
周
遊
バ
ス
の

運
行
実
証
実
験
を
検
討

ら
道
の
駅
を
は
じ
め
と
す
る

町
内
各
施
設
へ
の
周
遊
バ
ス

の
運
行
実
証
実
験
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。

答　

平
成
15
年
度
か
ら
町

内
の
青
年
に
配
偶
者
を
仲
介

す
る
「
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
竜
王
」
を
実
施
し
て
き

た
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

中
心
に
竜
王
町
縁
む
す
び
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
婚
活

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　

平
成
29
年
度
、
婚
活
支
援

事
業
を
３
市
２
町
で
開
催
す

る
中
で
、
今
後
に
つ
い
て
は

広
域
的
な
取
り
組
み
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
効
果
的
な
支
援
を
実

施
し
て
い
く
。

答　

平
成
29
年
度
に
地
域
支

え
合
い
し
く
み
づ
く
り
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
す
る
。
こ
の

事
業
で
は
、
モ
デ
ル
自
治
会

を
設
定
し
、
５
年
後
を
見
据

え
た
地
域
の
課
題
を
把
握
し
、

地
域
の
支
え
合
い
で
解
決
で

き
る
持
続
可
能
な
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
す
る
と
と
も
に

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
方
策

を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

地域コミュニティ計画の策定は問
地域支え合いしくみづくり
　　　　　　　モデル事業を実施

答

　森島 芳男 議員内山 英作 議員

アウトレット付近にある案内標示
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問　

第
五
次
竜
王
町
総

合
計
画
の
中
の
土
地
利
用

構
想
で
ま
ち
づ
く
り
の
軸

と
し
て
、
主
要
幹
線
道
路

の
構
想
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

第
三
次
・
第
四
次
の
総

合
計
画
を
引
き
継
い
だ
も

の
も
あ
り
、
そ
の
当
時
の

経
済
状
況
・
財
政
状
況
と

で
は
明
ら
か
な
乖
離
が
見

受
け
ら
れ
る
。
実
現
可
能

な
道
路
構
想
・
整
備
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

問
道
路
整
備
構
想
は

答
継
続
的
な
要
望
活
動
を
実
施

古株 克彦 議員

若井 猛志 議員

町道東西線

たのしい学校給食

答　

国
土
幹
線
軸
で
あ
る
名

神
高
速
道
路
お
よ
び
、
国
道

８
号
な
ら
び
に
広
域
連
携
軸

で
あ
る
国
道
４
７
７
号
な
ど

は
、
町
の
広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
基
軸
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
機
能
を
最
大
限
に
活
用

し
、
産
業
拠
点
の
交
通
の
利

便
性
を
高
め
、
円
滑
な
交
通

環
境
と
災
害
に
強
い
道
路
網

を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
国
道
８

号
（
東
近
江
区
間
）
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
」
お
よ
び

「
野
洲
・
湖
南
・
竜
王
総
合

調
整
協
議
会
」
に
お
い
て
国
、

県
に
対
し
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
社

会
情
勢
を
見
据
え
つ
つ
粘
り

強
く
、
道
路
整
備
の
必
要
性

を
訴
え
て
い
く
。

問　

町
で
は
、
若
い
世

代
の
定
住
・
子
育
て
支
援

の
充
実
を
掲
げ
て
い
る
が
、

義
務
教
育
費
の
負
担
が
重

い
。
そ
こ
で
学
校
給
食
費

の
保
護
者
負
担
の
軽
減
は

で
き
な
い
の
か
。

　

多
子
世
帯
の
負
担
額
は
、

い
く
ら
な
の
か
。

　

学
校
給
食
を
教
育
の
一

環
と
し
て
捉
え
て
い
る
の

か
。

答　

学
校
給
食
費
の
無
償
化

は
、
財
政
状
況
を
鑑
み
る
と
困

難
と
考
え
る
。
引
き
続
き
保
護

者
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。

　

多
子
世
帯
の
負
担
額
は
、

年
間
12
万
８
２
０
０
円
で
あ

る
。

　

学
校
給
食
は
、「
食
育
」（
食

教
育
）
と
捉
え
て
い
る
。
今

後
と
も
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
給
食
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
の
一
助
に
な
る
よ

う
に
努
め
る
。

学校給食費の
保護者負担の軽減を

問

財政状況から無償化は困難答

15 りゅうおう
議会だより No.179



問　
標
高
３
０
８·

８
ⅿ
の

雪
野
山
は
、
四
季
折
々
の

風
光
が
楽
し
め
る
所
で
あ

る
。
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
訪
れ
る
方
も
年
々
増
加

し
て
い
る
。
数
年
前
ま
で

は
地
元
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ

り
登
山
道
は
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近

は
徐
々
に
荒
れ
て
き
て
い

る
。
多
く
の
方
々
に
自
然

豊
か
な
竜
王
町
に
来
て
も

ら
え
る
よ
う
ま
ち
づ
く
り

の
一
つ
と
し
て
整
備
で
き

な
い
か
伺
う
。

雪野山ハイキングコースの
整備を

問

今後の検討課題答
　森島 芳男 議員森島 芳男 議員

答　
雪
野
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
は
、平
成
21
年
度
か
ら

25
年
度
ま
で
緊
急
雇
用
創
出

特
別
推
進
事
業
を
活
用
す
る

中
で
、業
務
委
託
し
周
辺
の

雑
木
の
代
採
や
下
草
刈
り
な

ど
を
実
施
し
た
。し
か
し
な
が

ら
、補
助
事
業
が
終
了
し
た
た

め
、平
成
26
年
度
以
降
は
地
元

老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
清
掃
作

業
の
み
と
な
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。町
の
魅
力
ア
ッ
プ
の

た
め
利
用
者
の
安
全
確
保
を

第
一
に
考
え
、整
備
に
つ
い
て

は
、今
後
の
検
討
課
題
と
し
て

対
応
し
て
い
く
。

荒廃した雪野山登山道

イノシシに荒らされた穴だらけの堤防

問　

今
年
は
、
雪
の
多

い
年
で
あ
っ
た
。
一
面
が

雪
で
お
お
わ
れ
て
い
た
た

め
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
食

べ
る
物
が
な
く
て
、
里
の

方
に
ま
で
出
て
き
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
柵
等
の

対
策
は
し
て
あ
る
が
、
現

状
で
は
充
分
と
は
言
え
な

い
。
今
後
ど
の
よ
う
に
対

策
す
る
の
か
伺
う
。

答　

本
町
に
お
い
て
は
国
の

補
助
事
業
を
活
用
し
た
獣
害

防
止
柵
の
設
置
を
平
成
20
年

度
か
ら
始
め
、
今
年
度
設
置

分
を
含
め
総
延
長
で
約
22
㎞

の
設
置
を
行
い
、
イ
ノ
シ
シ

を
中
心
と
し
た
獣
害
へ
の
被

害
防
止
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

今
後
の
対
策
は
、
設
置
し

た
獣
害
防
止
柵
の
管
理
を
適

正
に
行
う
こ
と
、
イ
ノ
シ
シ

等
が
身
を
潜
め
る
草
木
が
生

い
茂
っ
た
場
所
を
適
正
に
管

理
す
る
こ
と
等
、
農
家
、
自

問
獣
害
対
策
を

答
農
家
・
自
治
会
・
町
が一体
と
な
っ
て
取
り
組
む

治
会
、
町
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
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問　

①
竜
王
町
ま
る
ご

と
ス
キ
ヤ
キ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
進
捗
状
況
は
。

②
道
の
駅
の
管
理
運
営
面

の
独
立
は
。

③
竜
王
か
が
み
の
里
の
進

入
路
・
駐
車
場
の
整
備
は
。

④
「
モ
デ
ル
道
の
駅
」
へ

の
事
業
拡
充
に
向
け
た
構

想
は
。

⑤
魅
力
あ
る
農
業
創
生
事

業
の
新
設
へ
の
転
換
は
。

答　
①
み
ら
い
パ
ー
ク
竜
王

と
業
務
委
託
契
約
を
締
結
、

事
業
推
進
の
た
め
生
産
者
、

企
業
、有
識
者
、行
政
で
組
織

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協

議
会
を
立
ち
上
げ
た
。イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
竜
王
町
の
Ｐ
Ｒ

や
特
産
品
開
発
な
ど
の
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

②
竜
王
か
が
み
の
里
は
３
年

以
内
、ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王

は
５
年
以
内
に
ひ
と
り
立
ち

す
る
。

③
か
が
み
の
里
へ
の
進
入
路
、

駐
車
場
、施
設
の
整
備
は
平

成
29
年
度
か
ら
調
整
に
入
り
、

用
地
交
渉
、設
計
・
工
事
施
工
、

農
産
物
加
工
場
の
新
設
は
平

道の駅の更なる
地域経済活性化への期待

問

施設のあり方を
検討する必要があると認識

答

成
31
年
度
か
ら
の
計
画
と
な

っ
て
お
り
努
力
し
て
い
く
。

④
モ
ノ
の
消
費
だ
け
で
は
な

く
滞
在
し
、様
々
な
体
験
メ

ニ
ュ
ー
に
よ
り
楽
し
め
る
道

の
駅
を
目
指
す
。

⑤
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物

に
よ
る
竜
王
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行

う
。産
地
競
争
に
勝
て
る
農

産
物
の
創
出
と
農
家
の
複
合

経
営
化
に
よ
る
所
得
の
向
上

を
目
指
す
。 竜王かがみの里

駐車場の様子
年間を通して町内外から多
くの来場者で賑わい、平成
27年度には、アグリパーク
竜王と共に「重点道の駅」に
選ばれた。

松浦 博 議員

追跡
!!   あの一般質問は
その後どうなった？？

問　

道
の
駅
ア
グ
リ
パ
ー

ク
竜
王
に
隣
接
す
る
国
道

４
７
７
号
は
車
の
往
来
も

激
し
く
、
道
路
に
は
横
断

歩
道
も
な
く
、
ま
た
、
農

林
公
園
の
東
西
を
結
ぶ
歩

道
も
出
来
て
い
な
い
。

　

地
元
や
来
客
者
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
早
急
に

設
置
で
き
な
い
か
。

答　

横
断
歩
道
は
滋
賀
県

公
安
委
員
会
に
、
歩
道
は

県
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
２
０
１
３
に
歩
道
事

業
化
検
討
路
線
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
て
強
く

要
望
し
て
い
る
。

◎
そ
の
後

　

横
断
歩
道
は
、
道
路
の
勾

配
の
都
合
に
よ
り
、
交
差
点

か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
に
平

成
29
年
３
月
に
設
置
さ
れ
た
。

　

歩
道
に
つ
い
て
は
早
期
設

置
を
陳
情
し
て
い
る
。

ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王
周
辺
の
国
道
に

歩
道
・
横
断
歩
道
の
設
置
を
！

（
平
成
28
年
第
1
回
定
例
会 

一
般
質
問
よ
り
）3月に設置された横断歩道

議
員
の
質
問
に
、
町
が
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

か
を
追
跡
・
検
証
し
て
み
ま
し
た
。 
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（
☎

　　　 　大橋　庄一 さん

　

新
緑
が
ひ
と
き
わ
深
ま
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
滋
賀

竜
王
工
業
団
地
造
成
工
事
が
終
わ
り
、

7
区
画
の
内
、
1
区
画
を
東
洋
電
機

製
造
株
式
会
社
が
取
得
さ
れ
3
月
１

日
に
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
西
田
町
長
体
制
で
の

初
め
て
の
新
年
度
予
算
が
成
立
し
、

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

 

委
員
長　

森
山　

敏
夫

　

 

副
委
員
長　

森
島　

芳
男

　

 

委　
　

員　

内
山　

英
作

　

 

委　
　

員　

松
浦　
　

博

　

 

委　
　

員　

山
田　

義
明

　

 

委　
　

員　

岡
山　

富
男

　世界中にはその国独特の ｢仮面｣ があり、その
仮面の中でも、最も美術性に優れていると言われて
いるのが日本の ｢能面｣ で、伝統芸能 ｢能｣ で使
用されます。｢能面｣ は木彫４几、彩色豊かに作られ、
能舞で使われる ｢面(おもて）｣ です。
　そんな ｢能面｣ の実物に出会ったのは、定年退
職後の過ごし方や趣味を模索していた頃、偶然見
学に立ち寄った「能面作り｣ 教室でした。自分に
はこのような「能面｣ を作るのは到底無理と思いつ
つ、多少興味もあり退職した翌月から習い始めまし

た。最初の ｢能面｣
が出来上がり、そ
の出来栄えに感動
したのを覚えていま
す。自分がやりた
かった趣味はこれ
だ！｣ と確信、その
うちに ｢能面｣ の
持つ幽玄さ、何とも
言えない魅力と奥深
さに魅せられてしまいました。
　毎年開催する ｢能面作品展」や全国規模での
「能面美術公募展｣ に出展するようになり、別世
界の ｢能｣ を演じられる能楽師の方 、々各地で活
躍される能面師、制作仲間も多くなり、そんな方々
に支えられ日々楽しく制作しております。長く趣味と
して ｢能面作り｣ が出来ているのは、こうした素晴
らしい方たちのお陰と感謝しております。

｢能面｣ に魅せられて

鏡
の
里
元
服
式

　

鎌
倉
時
代
東と
う

山さ
ん

道ど
う

と
し
て
栄
え

た
鏡
の
宿（
竜
王
町
鏡
）は
、
牛
若
丸

が
鞍
馬
山
か
ら
源
氏
の
再
興
を
願

っ
て
奥
州
下
向
の
途
中
に
元
服
し
、

源
九
郎
義
経
と
名
乗
っ
た
源
義
経

元
服
の
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。今

も
鏡
周
辺
に
は
源
義
経
が
元
服
し

た
源
義
経
元
服
池
や
武ぶ

運う
ん

長ち
ょ
う

久き
ゅ
うを

祈
願
し
た
鏡
神
社
、
義
経
が
宿
泊

し
た
白
木
屋
跡
な
ど
の
史
跡
が
残

っ
て
い
ま
す
。

　

例
年
３
月
に
は
、
鏡
神
社
と
道
の

駅
竜
王
か
が
み
の
里
に
お
い
て
義

経
元
服
を
再
現
し
た
鏡
の
里
元
服

式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
外
か

ら
の
参
加
者
は
、
男
性
は
源
義
経
の

よ
う
な
直ひ
た

垂た
れ

装し
ょ
う

束ぞ
く

、
女
性
は
静
御

前
の
よ
う
な
水す
い

干か
ん

装し
ょ
う

束ぞ
く

に
身
を
つ

つ
ん
で
古
式
ゆ
か
し
く
「
髪く
し

上あ
げ

・

加か

冠か
ん

の
儀ぎ

」
に
臨
み
ま
す
。
そ
の
後
、

静
御
前
が
舞
っ
た
と
言
わ
れ
る
今い
ま

様よ
う

舞ぶ

楽が
く

の
鑑
賞
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

元
服
式
を
通
し
て
参
加
者
の
新
た

な
門
出
を
お
祝
い
さ
れ
て
い
ま
す
。

表 紙

議
会
と
し
て
も
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果

た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま
す
。

18りゅうおう
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